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この度は弊社のホイールバランサーをお買い上げ頂き誠にありがとうございます。

本機をご使用になる前に必ずこの取扱説明書を注意深く読み、よく理解してからご使用く

ださい。

取扱説明書に記載されている注意事項及び使用方法をよくご理解いただかないと、適正

な本機の能力を発揮できないばかりか、人身事故やタイヤ・ホイールの損傷につながりま

すので充分なご理解のうえ正しくご使用ください。

尚、取扱説明書・注意ステッカー等は大切にご使用して頂き万一紛失・汚損された場合は、

速やかに購入のうえ、正しく保管・貼付してください。

このホイールバランサーは普通乗用車のホイールバランスを測定、修正することの出来る

ホイールバランサーです。

尚、オプション部品を取り付けることによって、ライトトラックのホイールバランスの測

定、修正が可能です。



この取扱説明書では「危険」「警告」「注意」について次のような定義と警告表示を

使用しています。警告表示は、安全作業のために重要な事項です。

人身事故や財物損害防止のため重要な事項が記載されていますので、必ずよく理解し

てからご使用してください。

取り扱いを誤った場合に、使用者が死亡、又は重傷を負う
危険が切迫して生じることが想定される場合。

取り扱いを誤った場合に、使用者が死亡、又は重傷を負う
恐れが想定される場合。

取り扱いを誤った場合に、使用者が障害を負う危険が想定
される場合。及び物的損害のみの発生が想定される場合。



警告ラベルは大切に使用してください。万一紛失、汚損された場合は速やかに
購入の上、正しく貼付してください。





（１）操作に当たっては作業服、安全靴を身につけ安全な作業を行ってくだ
さい。

（２）回転中に振動や異常音、変形回転が発生したら、直ちに停止させてく
ださい。

（３）センター軸が緩んでくるとホイールのセンターリングが不完全となり

誤差の原因となります。時々確認してください。

（４）ウエイトはしっかりと指定場所に取り付けてください。

（５）タイヤについているゴミ、小石等は全て取り除いてください。

（６）落雷時には電源を必ず切ってください。異常電圧の発生で本体内部の

電子部品を壊す恐れがあります。

（７）本機を清掃する場合は、水洗いを絶対にしないでください。

（８）本機を移動する場合は、主軸を持って移動したり主軸に衝撃を与えな

いでください。

電気部品に触れる必要の場合は必ず元電源を
切ってください。元電源を入れたまま電気部品
に触れる必要のある時には端子等、通電部品に
絶対触れないようにしてください。
※死亡又は重傷の可能性があります。



（３）一般的な注意事項

（４）移動上の注意

①取扱説明書をよく読みよく理解してから使用してください。

②このホイールバランサーは使用方法を熟知した人以外は使用しないでください。

③始業点検及び定期点検は取扱説明書の本文に従って必ず実施してください。

④運転時に異常な状態の時は、ホイールバランサーの使用を禁止して電源を切り、お買

い上げの販売店に連絡してください。

⑤本機は防水仕様になっていませんので、屋外設置や水による洗浄は避けてください。

⑥このホイールバランサーはタイヤ・ホイールのバランス測定以外には使用しないでく

ださい。

本機はキャスターが付いており、バランサーを移動させることが出来ます。

移動させる場合は、キャスターの間にある足掛けに片足を載せて、ハンドルを手前に引

き本機を起こすようにしてください。フレームが浮きキャスターで支持する状態になり

移動することが出来ます。本機を着地させる場合は、足掛けに片足を載せて、ゆっくりと

ハンドルを垂直状態に戻してください。勢いよく着地させると本機が故障する恐れがあ

ります。

足掛け

ハンドル

【起こす状態／着地させる状態】 【移動状態】



（５）設置上の注意

①本機は平坦なコンクリート上で測定してください。

②本機内部には多くの電気部品を使用しており、水気は故障の原因となります。

　本機の設置場所は下記のところは絶対に避けてください。

　　・雨水のかかる場所

　　・水をよく使い湿気の多い場所

　　・直射日光の当たる場所

　　・特にほこりの多い場所

　　・振動の多い場所

③本機を移動する場合は主軸を持って移動したり、主軸に衝撃を与えないでください。

④本機の回転方向はウエイトカバーの矢印方向にしてください。
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操作パネル
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3 ディスタンススケール

4 主軸

5センター軸
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（１）ホイールの装着手順

（Ａ）バックコーンとして使用する場合

図①のようにセンター軸にバックスプリングとホイールのハブ穴に合ったコーンを入

れホイールをコーンの上にのせます。次にホイールカップとカラーをはめ、ワンタッチ

ナットで締めつけます。この時コーンが奥まで入り込むような場合はバックコーンと

スプリングの間に、一番短いカラーを入れて使用してください。（バネの収縮が少ない

ので、カラーを入れて収縮を大きくして、コーンによるセンター出しを正確にします）

（Ｂ）フロントコーンとして使用する場合

図②のようにハブ穴に適したコーンと、カラーを用いてワンタッチナットでホイール

を締めつけます。

測定ホイールはいずれの場合も、古いバランスウエイト、タイヤの溝にはさ

まっている小石や異物を全て取り除いてください。

ハメ合い部とあたり面はゴミ・砂などが付着していないことを確認したあと、

次のように正しく取り付けてください。

ワンタッチナットを緩めてホイールを外すときは必ず最初に少しワンタッチ

ナットを緩めてからレバーを握って外してください。

緩めなくてレバーを握るとワンタッチナット・センター軸を損傷させる恐れ

があります。

【①バックコーンの場合】 【②フロントコーンの場合】



アルミ貼付－貼付モード

両面打込モード

アルミ打込－貼付モード

スタチックモード

ライトトラックモード5

（２）測定モードの切り替え

（３）データーの ｉｎｃｈ ・ ｃｍ について

を押すと①－②－③－④－⑤－①の順にモードが選択されます。

この機種はｉｎｃｈ・ｃｍの表示がありませんので、下記のことにご注意ください。

全てのモードで【ｉｎｃｈ】表示

両面打込・ライトトラックモードの場合【ｉｎｃｈ】表示
アルミ貼付－貼付・アルミ打込－貼付モードの場合【ｃｍ】表示

全てのモードで【ｃｍ】表示

データーの入力は　　   または　　　スイッチを押してください。  

リム径とリム幅は０.５インチずつ増減します。ディスタンスは１ｍｍずつ増減します。

　　 スイッチを押すとデーターは確定します。



　　スイッチを押し、　　　　スイッチを押して、リム径を設定し、　　スイッチを押して確

定してください。

（４）データーの入力方法

Ａ．両面打込の場合

１．ディスタンス自動入力の場合

スケールのヘッドをＩＮ側打ち込み位置に当てます。

ピーという音と共にディスタンスが入力されます。

なお、ヘッドがリムに当たらない場合でも動きが停止すると

セットされてしまいますので、このような場合は一度スケール

を戻してから再度入力をやり直してください。（約１秒間停止

しているとセットされます）

入力後、スケールは確実に元に戻してください。

戻ってなければ表示部に【Ｅ－Ｅ】と表示してスタートしません。

１．ディスタンス自動入力の場合

スケールのヘッドをＩＮ側貼付位置に当てます。

ピーという音と共にディスタンスが入力されます。

なお、ヘッドがリムに当たらない場合でも動きが停止すると

セットされてしまいますので、このような場合は一度スケール

を戻してから再度入力をやり直してください。（約１秒間停止

しているとセットされます）

入力後、スケールは確実に元に戻してください。

戻ってなければ表示部に【Ｅ－Ｅ】と表示してスタートしませ

ん。

２．リム径の入力

　（電源投入時はこのモードになっております。）

測定モードを両面打込にしてください。

Ｂ．アルミの貼付－貼付の場合
測定モードをアルミ貼付－貼付にしてください。

タイヤパス（リム幅ゲージ）を図のように、イン・アウト両側

のリムに当て、ゲージの幅を読みとり、　   スイッチを押し

　　　　スイッチを押して、例えば６.０Ｊの場合ＯＵＴ側

ディスプレイが６.０となったらスイッチを押して確定して

ください。

３．リム幅の入力



フランジ面の位置を基準として、　　スイッチを押し

　　　　スイッチを押して、フランジ面の位置から

０.１ｃｍ単位の増減でリム幅の設定をし　　スイッチ

を押します

例）ディスタンス・リム径を入力し、リム幅が【１４.２】

の場合。ＯＵＴ側の貼付位置をフランジ面より１ｃｍ

奥に貼りたい場合は　　スイッチを押し　　ス

イッチで【１５.２】まで押し　　スイッチを押します。

１．ディスタンス自動入力の場合

スケールのヘッドをＩＮ側の打込み位置に当てます。

ピーという音と共にディスタンスが入力されます。

なお、ヘッドがリムに当たらない場合でも動きが停止すると

セットされてしまいますので、このような場合は一度スケール

を戻してから再度入力してください。

（約１秒間停止しているとセットされます）

入力後、スケールは確実に元に戻してください。戻ってなけれ

ばＩＮ側に【Ｅ－Ｅ】と表示してスタートしません。

C．アルミの打込－貼付の場合
測定モードをアルミ打込－貼付にしてください。

　　スイッチを押し、　　　　スイッチを押して、リム径を設定し、　　スイッチを押して確

定してください。

２．リム径の入力

リム幅は入力しなくても結構です。ＯＵＴ側の貼付位置はフランジ面の位置で固定されて

いるので、リム幅のデーターは必要ありません。

３．リム幅の入力

３－１．フランジ面固定の場合

　　スイッチを押し、　　　　スイッチを押して、リム径を設定し、　　スイッチを押して確

定してください。

２．リム径の入力

リム幅は入力しなくても結構です。ＯＵＴ側の貼付位置はフランジ面の位置で固定されて

いるので、リム幅のデーターは必要ありません。

３．リム幅の入力

３－１．フランジ面固定の場合

３－２．任意設定の場合



①タイヤ・ホイールを固定します。

②測定モードを選択します。

③ホイールデーターを正しく入力します。

④ワンタッチクイックナットのハンドルで回転方向の右回しへ回します。

　左回しをすると表示パネルに【－－－】と表示し測定モードに入りません。

⑤右回しにハンドルを回し続けると、表示パネルのリム径表示に【現在の回転数】が表

示され、リム幅表示に【１１５】と表示されます。

⑥【現在の回転数】が【１１５】以上になるまで回転数を上げて回してください。

⑦【現在の回転数】が【１１５】以上になったら、ハンドルから手を離してください。

⑧【現在の回転数】が【１１５】以下になるまでブザー音が鳴り、【１１５】以下に下がっ

てきたら、バランス測定が開始します。

⑨測定が終わるとアンバランス量が表示されてます。

⑩フットブペダルを踏んでブレーキを掛け停止させます。
⑪バランスを取る最初の側を選択します。位置インジケーターに従いホイールを手で

回し、ウエイト取付位置にくるとグラムが点滅します。

　点滅位置でのホイールの真上（１２時の位置）にウエイトを取り付けます。

⑫違う側も同様の動作を行います。

⑬両方のウエイトを取り付け終えたら、再度測定して０００・０００表示しＧｏｏｄ表示

をしたら終了です。

フランジ面の位置を基準として、　　スイッチを押し

　　　　スイッチを押して、フランジ面の位置から

０.１ｃｍ単位の増減でリム幅の設定をし　　スイッチ

を押します

例）ディスタンス・リム径を入力し、リム幅が【１４.２】

の場合。ＯＵＴ側の貼付位置をフランジ面より１ｃｍ

奥に貼りたい場合は　　スイッチを押し　　ス

イッチで【１５.２】まで押し　　スイッチを押します。

３－２．任意設定の場合

Ｄ．スタチックモード（片面取り付け）
測定モードをスタチックにしてください。

データー入力はリム径のみ入力してください。

ディスタンス・リム幅を変更しても測定結果は変化しません。

Ｅ．ライトトラックモード
測定モードをライトトラックにしてください。

データーの入力方法は両面打込を参照してください。

取り付けはＬＴ用アダプター（オプション）を使用してください。

（５）測定

Ａ．測定手順

①１３～１５インチ程度のホイ－ルをバランサ－に取り付けてください。

②スタ－トスイッチを押しながら電源スイッチを押して電源をいれてください。

　ＩＮ側表示が【Ｐ－　】とでたらスタ－トスイッチを離してください。 

③リム幅入力スイッチ（ 　 ）を押して下さい。ＩＮ側表示が【Ｐ－２】となり、ＯＵＴ側表示

が【　　０】と表示されます。

④ホイールをゆっくり回してブザー音が鳴る位置を探します。ブザー音が鳴る位置で

ホイールのバルブ位置を真上に合わせる為、ホイールを取り付け直します。

⑤ブザー音の位置でバルブ位置を真上に合わせたら通常のように測定します。

⑥測定が終わるとＯＵＴ側表示が【１８０】と表示されます。回転を停止させます。

⑦再度ホイールをゆっくり回してブザー音が鳴る位置を探します。ブザー音が鳴る位

置でホイールのバルブ位置を真上に合わせる為、ホイールを取り付け直します。

⑧ブザー音の位置でバルブ位置を真上に合わせたら再度通常のように測定します。

⑨測定が終了したら軸アンバランス較正は完了です。回転を停止させます。



ホイールデーターを間違って入力して測定した場合、再度タイヤを回して測定しなく

ても再演算機能を使えば正しいグラム・位相を求める事ができます。

測定終了後、正しいホイールデーターを入力して　　 スイッチを押し　　 スイッチを

押せば、正しいグラム・位相の表示になります。
①タイヤ・ホイールを固定します。

②測定モードを選択します。

③ホイールデーターを正しく入力します。

④ワンタッチクイックナットのハンドルで回転方向の右回しへ回します。

　左回しをすると表示パネルに【－－－】と表示し測定モードに入りません。

⑤右回しにハンドルを回し続けると、表示パネルのリム径表示に【現在の回転数】が表

示され、リム幅表示に【１１５】と表示されます。

⑥【現在の回転数】が【１１５】以上になるまで回転数を上げて回してください。

⑦【現在の回転数】が【１１５】以上になったら、ハンドルから手を離してください。

⑧【現在の回転数】が【１１５】以下になるまでブザー音が鳴り、【１１５】以下に下がっ

てきたら、バランス測定が開始します。

⑨測定が終わるとアンバランス量が表示されてます。

⑩フットブペダルを踏んでブレーキを掛け停止させます。
⑪バランスを取る最初の側を選択します。位置インジケーターに従いホイールを手で

回し、ウエイト取付位置にくるとグラムが点滅します。

　点滅位置でのホイールの真上（１２時の位置）にウエイトを取り付けます。

⑫違う側も同様の動作を行います。

⑬両方のウエイトを取り付け終えたら、再度測定して０００・０００表示しＧｏｏｄ表示

をしたら終了です。

（６）再演算機能

①１３～１５インチ程度のホイ－ルをバランサ－に取り付けてください。

②スタ－トスイッチを押しながら電源スイッチを押して電源をいれてください。

　ＩＮ側表示が【Ｐ－　】とでたらスタ－トスイッチを離してください。 

③リム幅入力スイッチ（ 　 ）を押して下さい。ＩＮ側表示が【Ｐ－２】となり、ＯＵＴ側表示

が【　　０】と表示されます。

④ホイールをゆっくり回してブザー音が鳴る位置を探します。ブザー音が鳴る位置で

ホイールのバルブ位置を真上に合わせる為、ホイールを取り付け直します。

⑤ブザー音の位置でバルブ位置を真上に合わせたら通常のように測定します。

⑥測定が終わるとＯＵＴ側表示が【１８０】と表示されます。回転を停止させます。

⑦再度ホイールをゆっくり回してブザー音が鳴る位置を探します。ブザー音が鳴る位

置でホイールのバルブ位置を真上に合わせる為、ホイールを取り付け直します。

⑧ブザー音の位置でバルブ位置を真上に合わせたら再度通常のように測定します。

⑨測定が終了したら軸アンバランス較正は完了です。回転を停止させます。

ＩＮ側のグラム表示とリム径表示が兼用になっています。またＯＵＴ側のグラム表示と

リム幅表示が兼用になっています。

リム径またはリム幅の表示状態で　　 スイッチを押し　　 スイッチを押すとグラム

表示に変わります。測定を行うと必ずグラム表示になります。

（７）表示の切り替え

電源を入れたときはグラム表示は５ｇ単位になっています。

　　スイッチを押すと、１ｇ単位表示にかわります。

再度　　 スイッチを押すと、５ｇ単位表示になります。

（８）ＦＩＮＥモード

通常の測定作業では、ＳＴＡＲＴスイッチ・ＳＴＯＰスイッチ・ＬＯＣＫスイッチは無効とな

り使用しません。

（９）各スイッチについて

リム幅の設定をフランジ面固定にした場合は、図のようにアウト側の貼付位置はウエ

イトの中心がフランジ面になる位置に取り付けてください。

リム幅を任意で設定した場合は任意の位置に取り付けてください。

Ｂ．アルミホイールの貼付の場合のウエイト取付位置



コーンＳ・Ｍ・Ｌ・ＬＬ

カップ

バックスプリング

カラーＣ１・Ｃ２

ワンタッチクイックナット

タイヤパス

ウエイトプライヤー

締め付けレンチ

取扱説明書

保証書

①１３～１５インチ程度のホイ－ルをバランサ－に取り付けてください。

②スタ－トスイッチを押しながら電源スイッチを押して電源をいれてください。

　ＩＮ側表示が【Ｐ－　】とでたらスタ－トスイッチを離してください。 

③リム幅入力スイッチ（ 　 ）を押して下さい。ＩＮ側表示が【Ｐ－２】となり、ＯＵＴ側表示

が【　　０】と表示されます。

④ホイールをゆっくり回してブザー音が鳴る位置を探します。ブザー音が鳴る位置で

ホイールのバルブ位置を真上に合わせる為、ホイールを取り付け直します。

⑤ブザー音の位置でバルブ位置を真上に合わせたら通常のように測定します。

⑥測定が終わるとＯＵＴ側表示が【１８０】と表示されます。回転を停止させます。

⑦再度ホイールをゆっくり回してブザー音が鳴る位置を探します。ブザー音が鳴る位

置でホイールのバルブ位置を真上に合わせる為、ホイールを取り付け直します。

⑧ブザー音の位置でバルブ位置を真上に合わせたら再度通常のように測定します。

⑨測定が終了したら軸アンバランス較正は完了です。回転を停止させます。



先端軸

ワンタッチクイックナット

ブレーキシュー

（１）定期点検

（２）消耗品

①１３～１５インチ程度のホイ－ルをバランサ－に取り付けてください。

②スタ－トスイッチを押しながら電源スイッチを押して電源をいれてください。

　ＩＮ側表示が【Ｐ－　】とでたらスタ－トスイッチを離してください。 

③リム幅入力スイッチ（ 　 ）を押して下さい。ＩＮ側表示が【Ｐ－２】となり、ＯＵＴ側表示

が【　　０】と表示されます。

④ホイールをゆっくり回してブザー音が鳴る位置を探します。ブザー音が鳴る位置で

ホイールのバルブ位置を真上に合わせる為、ホイールを取り付け直します。

⑤ブザー音の位置でバルブ位置を真上に合わせたら通常のように測定します。

⑥測定が終わるとＯＵＴ側表示が【１８０】と表示されます。回転を停止させます。

⑦再度ホイールをゆっくり回してブザー音が鳴る位置を探します。ブザー音が鳴る位

置でホイールのバルブ位置を真上に合わせる為、ホイールを取り付け直します。

⑧ブザー音の位置でバルブ位置を真上に合わせたら再度通常のように測定します。

⑨測定が終了したら軸アンバランス較正は完了です。回転を停止させます。

故障かなと思われる前に、もう一度確認してください。

異常が生じた時は、この取扱説明書をよくお読み頂き、下記の点検をした上で、それでも不

都合がある場合は弊社、もしくはお買上げ販売店にご相談ください。



①１３～１５インチ程度のホイ－ルをバランサ－に取り付けてください。

②スタ－トスイッチを押しながら電源スイッチを押して電源をいれてください。

　ＩＮ側表示が【Ｐ－　】とでたらスタ－トスイッチを離してください。 

③リム径入力スイッチ（  　 ）を押してください。ＩＮ側表示が【Ｐ－１】となります。

④通常の測定と同じようにディスタンス、ホイ－ル径、ホイ－ル幅を入力してください。

⑤通常の測定と同じように測定してください。測定が終了したらＩＮ側表示に【１００】

と表示されます。通常のアンバランス修正と同じ様に指定された場所に５０ｇウエ

イト２個を取付けてください。ウエイトを取付け終わったら再度測定してください。

⑥測定が終了したらＯＵＴ側表示に【１００】と表示されます。ＩＮ側の５０ｇウエイト２

個を取り外して、通常のアンバランス修正と同じ様に指定された場所に５０ｇウエ

イト２個を取付けてください。ウエイトを取付け終わったら再度測定してください。

　測定が終了したら自己較正は完了です。

　（操作が間違っていなければバランサ－の精度は正確に較正されます。）

●自己較正はバランス修正が日常の使用でタイヤ・ホイ－ルバランスが良好でない

時に実施してください。

●自己較正は一般的なスチールホイ－ル（１３～１５インチ）程度を使用してください。

参考：正確な修正結果を得るためには、アンバランスの少ないホイ－ルが必要で

す。（最大４０ｇ）

（１）自己較正

●軸のアンバランスがある場合は、取付け誤差の原因となりますので次の方法で修

正してください。 

①１３～１５インチ程度のホイ－ルをバランサ－に取り付けてください。

②スタ－トスイッチを押しながら電源スイッチを押して電源をいれてください。

　ＩＮ側表示が【Ｐ－　】とでたらスタ－トスイッチを離してください。 

③リム幅入力スイッチ（ 　 ）を押して下さい。ＩＮ側表示が【Ｐ－２】となり、ＯＵＴ側表示

が【　　０】と表示されます。

④ホイールをゆっくり回してブザー音が鳴る位置を探します。ブザー音が鳴る位置で

ホイールのバルブ位置を真上に合わせる為、ホイールを取り付け直します。

⑤ブザー音の位置でバルブ位置を真上に合わせたら通常のように測定します。

⑥測定が終わるとＯＵＴ側表示が【１８０】と表示されます。回転を停止させます。

⑦再度ホイールをゆっくり回してブザー音が鳴る位置を探します。ブザー音が鳴る位

置でホイールのバルブ位置を真上に合わせる為、ホイールを取り付け直します。

⑧ブザー音の位置でバルブ位置を真上に合わせたら再度通常のように測定します。

⑨測定が終了したら軸アンバランス較正は完了です。回転を停止させます。

（２）軸アンバランス較正

ＯＵＴ側に１００ｇを取り付ける時は正確に取り付けてください



①１３～１５インチ程度のホイ－ルをバランサ－に取り付けてください。

②スタ－トスイッチを押しながら電源スイッチを押して電源をいれてください。

　ＩＮ側表示が【Ｐ－　】とでたらスタ－トスイッチを離してください。 

③リム幅入力スイッチ（ 　 ）を押して下さい。ＩＮ側表示が【Ｐ－２】となり、ＯＵＴ側表示

が【　　０】と表示されます。

④ホイールをゆっくり回してブザー音が鳴る位置を探します。ブザー音が鳴る位置で

ホイールのバルブ位置を真上に合わせる為、ホイールを取り付け直します。

⑤ブザー音の位置でバルブ位置を真上に合わせたら通常のように測定します。

⑥測定が終わるとＯＵＴ側表示が【１８０】と表示されます。回転を停止させます。

⑦再度ホイールをゆっくり回してブザー音が鳴る位置を探します。ブザー音が鳴る位

置でホイールのバルブ位置を真上に合わせる為、ホイールを取り付け直します。

⑧ブザー音の位置でバルブ位置を真上に合わせたら再度通常のように測定します。

⑨測定が終了したら軸アンバランス較正は完了です。回転を停止させます。



Ｋ’ｓ２Ｈ
単相 100V

115rpm

ハードタイプ両面同時測定

2”～30”

2”～15”

ディスタンス

75kg

1000mm 

0～500g

フットブレーキ

約85ｋｇ

①１３～１５インチ程度のホイ－ルをバランサ－に取り付けてください。

②スタ－トスイッチを押しながら電源スイッチを押して電源をいれてください。

　ＩＮ側表示が【Ｐ－　】とでたらスタ－トスイッチを離してください。 

③リム幅入力スイッチ（ 　 ）を押して下さい。ＩＮ側表示が【Ｐ－２】となり、ＯＵＴ側表示

が【　　０】と表示されます。

④ホイールをゆっくり回してブザー音が鳴る位置を探します。ブザー音が鳴る位置で

ホイールのバルブ位置を真上に合わせる為、ホイールを取り付け直します。

⑤ブザー音の位置でバルブ位置を真上に合わせたら通常のように測定します。

⑥測定が終わるとＯＵＴ側表示が【１８０】と表示されます。回転を停止させます。

⑦再度ホイールをゆっくり回してブザー音が鳴る位置を探します。ブザー音が鳴る位

置でホイールのバルブ位置を真上に合わせる為、ホイールを取り付け直します。

⑧ブザー音の位置でバルブ位置を真上に合わせたら再度通常のように測定します。

⑨測定が終了したら軸アンバランス較正は完了です。回転を停止させます。

電 源

測 定 回 転 数

測 定 方 式

適 応 リ ム 径

適 応 リ ム 幅

自 動 入 力 システム

最 大 測 定 重 量

最 大 タ イ ヤ 外 径

測 定 範 囲 ｇ 

停 止 機 能

本 体 重 量

5001055

1
0
6
0



①１３～１５インチ程度のホイ－ルをバランサ－に取り付けてください。

②スタ－トスイッチを押しながら電源スイッチを押して電源をいれてください。

　ＩＮ側表示が【Ｐ－　】とでたらスタ－トスイッチを離してください。 

③リム幅入力スイッチ（ 　 ）を押して下さい。ＩＮ側表示が【Ｐ－２】となり、ＯＵＴ側表示

が【　　０】と表示されます。

④ホイールをゆっくり回してブザー音が鳴る位置を探します。ブザー音が鳴る位置で

ホイールのバルブ位置を真上に合わせる為、ホイールを取り付け直します。

⑤ブザー音の位置でバルブ位置を真上に合わせたら通常のように測定します。

⑥測定が終わるとＯＵＴ側表示が【１８０】と表示されます。回転を停止させます。

⑦再度ホイールをゆっくり回してブザー音が鳴る位置を探します。ブザー音が鳴る位

置でホイールのバルブ位置を真上に合わせる為、ホイールを取り付け直します。

⑧ブザー音の位置でバルブ位置を真上に合わせたら再度通常のように測定します。

⑨測定が終了したら軸アンバランス較正は完了です。回転を停止させます。

取扱説明書、本体警告ラベル等の注意書に従って正常な使用状態で保証期間内（納入後１年以

内）に故障した場合は、弊社の責任に於いて無償にて欠陥部品の手直し、修理、取り替え、交換

部品の送付をさせて頂きます。

但し、二次的に発生する損失の補償及び、次の場合に該当する故障は保証致しません。　　　

　①使用上の誤り、保守点検、保管等の義務を怠ったために発生した事故及び損傷。

　②商品の作動機構に悪影響を及ぼす変更（改造）を加え、それが原因で発生した故障及び損

　　傷。

　③消耗品が損傷し取り替えを要する場合。

　④火災、地震、風水害、落雷、その他天災地変等、外部に要因がある故障及び損傷。

　⑤指定された純正部品をご使用されなかったことに起因する場合。

　⑥日本国以外でご使用の場合。

　⑦保証手続きが不備の場合（例：型式及び機体番号の連絡が無い場合ｅｔｃ）。

　⑧設置に原因がある故障及び損傷。

（１）保証規定

上記規定に基づき、本製品の保証請求を行う場合は、お買上げの販売会社にご一報ください。

必要な手続きを実施いたします。

尚、保証の要否は大変勝手ながら弊社に於いて判断させて頂きますのでご了承ください。

（２）保証請求方法

このホイールバランサーは屋外設置及び防水仕様になっておりませんので錆、腐

食、漏電等の水による故障は保証いたしておりません。



①１３～１５インチ程度のホイ－ルをバランサ－に取り付けてください。

②スタ－トスイッチを押しながら電源スイッチを押して電源をいれてください。

　ＩＮ側表示が【Ｐ－　】とでたらスタ－トスイッチを離してください。 

③リム幅入力スイッチ（ 　 ）を押して下さい。ＩＮ側表示が【Ｐ－２】となり、ＯＵＴ側表示

が【　　０】と表示されます。

④ホイールをゆっくり回してブザー音が鳴る位置を探します。ブザー音が鳴る位置で

ホイールのバルブ位置を真上に合わせる為、ホイールを取り付け直します。

⑤ブザー音の位置でバルブ位置を真上に合わせたら通常のように測定します。

⑥測定が終わるとＯＵＴ側表示が【１８０】と表示されます。回転を停止させます。

⑦再度ホイールをゆっくり回してブザー音が鳴る位置を探します。ブザー音が鳴る位

置でホイールのバルブ位置を真上に合わせる為、ホイールを取り付け直します。

⑧ブザー音の位置でバルブ位置を真上に合わせたら再度通常のように測定します。

⑨測定が終了したら軸アンバランス較正は完了です。回転を停止させます。

本製品の設置（据付）及び移設は、お買上の販売会社へ依頼してください。

移設の場合は、販売会社による点検を実施してください。

（３）アフターサービスについて

（４）設置（据付）及び移設について

この取扱説明書の８項目の故障と処置欄をご覧になって
ください。

商品保証規定に従い修理をさせて頂きますので、お買上
販売会社へ修理を依頼してください。

保証期間は納入後１年以内です。商品保証規定の記載内
容に基づいて修理させて頂きます。

アフターサービスについての詳細、その他ご不明な点はお買上販売会社にお問い
合わせください。

お問い合わせいただく際は、次のことをお知らせください。
型式・機体番号・購入年月日・故障状況（できるだけ詳しく）。 

お買上販売会社にご相談下さい。修理によって機能が
維持できる場合はお客様のご要望によって有料修理致
します。 



K’s2H

ホイールバランサー

3 0 11

①１３～１５インチ程度のホイ－ルをバランサ－に取り付けてください。

②スタ－トスイッチを押しながら電源スイッチを押して電源をいれてください。

　ＩＮ側表示が【Ｐ－　】とでたらスタ－トスイッチを離してください。 

③リム幅入力スイッチ（ 　 ）を押して下さい。ＩＮ側表示が【Ｐ－２】となり、ＯＵＴ側表示

が【　　０】と表示されます。

④ホイールをゆっくり回してブザー音が鳴る位置を探します。ブザー音が鳴る位置で

ホイールのバルブ位置を真上に合わせる為、ホイールを取り付け直します。

⑤ブザー音の位置でバルブ位置を真上に合わせたら通常のように測定します。

⑥測定が終わるとＯＵＴ側表示が【１８０】と表示されます。回転を停止させます。

⑦再度ホイールをゆっくり回してブザー音が鳴る位置を探します。ブザー音が鳴る位

置でホイールのバルブ位置を真上に合わせる為、ホイールを取り付け直します。

⑧ブザー音の位置でバルブ位置を真上に合わせたら再度通常のように測定します。

⑨測定が終了したら軸アンバランス較正は完了です。回転を停止させます。
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